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(57)【要約】
計器パネルは第１の計器パネル表示画像と第２の計器パ
ネル表示画像を含む。第２の計器パネル表示画像は第１
の計器パネル表示画像と重なっている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計器パネル組立体であって、
　第１の計器パネル表示画像と；
　少なくとも一部が第１の計器パネル表示画像と重なっている第２の計器パネル表示画像
から成る計器パネル組立体。
【請求項２】
　第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パネル表示画像のそれぞれが発光状態と非発
光状態を有し、第２の計器パネル表示画像が非発光状態にある時には第１の計器パネル表
示画像が発光状態にあり、第１の計器パネル表示画像が非発光状態にある時には第２の計
器パネル表示画像が発光状態にある請求項１に記載の組立体。
【請求項３】
　選択的に紫外光を発する第１紫外光源を含む請求項１に記載の組立体。
【請求項４】
　第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パネル表示画像の少なくとも一方が紫外光の
存在下で発光して可視状態となる請求項３に記載の組立体。
【請求項５】
　選択的に非紫外光を発する第２光源を含み、第１の計器パネル表示画像及び第２の計器
パネル表示画像の他方が非紫外光の存在下で発光して可視状態となる請求項４に記載の組
立体。
【請求項６】
　紫外光の存在下で発光する第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パネル表示画像の
一方が燐光インクを有する層から成る請求項５に記載の組立体。
【請求項７】
　紫外光の存在下で発光する第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パネル表示画像の
一方がメーカー・ロゴを含む請求項５に記載の組立体。
【請求項８】
　紫外光の存在下で発光する第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パネル表示画像の
一方がダイヤル・バックグラウンド・パターンを含む請求項５に記載の組立体。
【請求項９】
　車両のドアが開くと、これに呼応して第１光源が紫外光を発する請求項３に記載の組立
体。
【請求項１０】
　車両のドアが閉じるか、車両エンジンが始動するか、車両エンジン始動キーが回される
かの少なくとも1つに呼応して第１光源が紫外光発射を止める請求項９に記載の組立体。
【請求項１１】
　第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パネル表示画像が計器パネルのダイヤルにプ
リントされている請求項３に記載の組立体。
【請求項１２】
　第１光源を可撓性プリント回路板上に設けた請求項１１に記載の組立体。
【請求項１３】
　計器パネルのダイヤルの近傍に設けたマスクを含み、該マスクが内面及び外面を有する
円筒部分を有し、該マスクの外面に可撓性プリント回路板を直接固定した請求項１２に記
載の組立体。
【請求項１４】
　円筒部分が内面から外面まで貫通する少なくとも1つの開口を含み、該開口を第１光源
と連携させることにより、第１光源から計器パネルのダイヤルへ紫外光を導く請求項１３
に記載の組立体。
【請求項１５】
　計器パネルの一部を発光させる方法であって、
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　第１の計器パネル表示画像及び第１の計器パネル表示画像と重なっている第２の計器パ
ネル表示画像の少なくとも一方を紫外光で発光表示させるステップを含む、計器パネルの
一部を発光させる方法。
【請求項１６】
　第１紫外光源を作動させて紫外光を発生させるステップを含む請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
　車両ドアが開くと、これに呼応して第１光源をスイッチオンするステップを含む請求項
１６に記載の方法。
【請求項１８】
　非紫外光を発射する第２光源を作動させ、第１の計器パネル表示画像及び第２の計器パ
ネル表示画像の他方を非紫外光で発光表示させるステップを含む請求項１６に記載の方法
。
【請求項１９】
　第１光源をスイッチオフするのに呼応して第２光源をスイッチオンするステップを含む
請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　車両ドアが閉じるか、車両エンジンが始動するか、車両エンジン始動のためキーが回さ
れるか、の少なくとも1つに呼応して第１光源をスイッチオフするステップを含む請求項
１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
【背景技術】
【０００２】
　本願は2005年5月13日付米国仮出願第60/681,226号に基づく優先権を主張する。
【０００３】
　本発明は照明、特に車両用計器パネルの照明に係わる。
【０００４】
　計器パネルは広く公知であり、例えば、車両速度、エンジンRPM、燃料残量、及びその
他の情報を含む車両情報をドライバーに提供するために利用される。典型的には、１つま
たは２つ以上の光源が計器パネルを照明することによって表示画像を見易くする。従来は
プリント回路板に光源を設けて計器パネルの表示画像を背後から照明する方式が採用され
ている。遠隔の画像、指針、またはその他の計器パネル構成素子を照明するために、光フ
ァイバーを使用することもある。
【０００５】
　他の公知の計器パネルとして、燐光インクを含む一部の表示画像及び指針を照明するの
に黒色光源を使用するものがある。黒色光源は計器パネルの側方に設けられ、側方から計
器パネルに黒色光を照射する。表示画像はそれぞれ異なる平面に配置されているから、照
明されると、美しい立体的な効果を発揮する。
【０００６】
　車両のデザインにおいて、斬新な照明効果を採用する傾向が目立つ。例えば、新車モデ
ルの開発または既存モデル更新に際して、ドライバーを魅了し、他のモデルとの違いを際
立たせる斬新な照明効果を取り入れることが多い。従って、斬新な計器パネル照明効果が
求められている。
【概要】
【０００７】
　１つの実施態様として、計器パネル組立体は第１表示画像と、これと重なる第２表示画
像を含む。例えば、第１表示画像は非紫外光の存在下で発光表示され、第２表示画像は紫
外光の存在下で発光表示される。
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【０００８】
　１つの実施態様として、計器パネルを照明する方法は第１表示画像またはこれと重なる
第２表示画像に紫外光を照射するステップを含む。
【０００９】
　当業者ならば、好ましい実施態様に関する以下の詳細な説明に照らして、本発明の種々
の特徴及び利点を容易に理解するであろう。詳細な説明に関連する添付図面の内容を以下
に簡潔に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１及び２はドライバーに車両情報を提供する計器パネル10の実施例を示す部分図であ
る。この実施例の場合、計器パネル10は光ハウジング14に支持されたダイヤル12を含む。
光ハウジング14は、例えば、（図示しないが）プリント回路板と、ダイヤル12上の車両情
報表示画像の一部を照明する（例えば、背後から照明する）LEDのような１つまたは2つ以
上の（略示する）光源15を含む。ここに開示する実施例の場合、ダイヤル12は光ハウジン
グ14と光ハウジング14に公知の態様で取り付けられたマスク16との間に位置する。ダイヤ
ル12を埃などから保護するためマスク16の前方にレンズ18を設ける。
【００１１】
　図２から明らかなように、マスク16は内面32及び外面34を有する円筒部分30を含む。内
面32と外面34の間には複数の開口36が貫通している。
【００１２】
　この実施例では、複数の開口36を覆うようにしてマスク16に可撓性回路板38を設ける。
この可撓性回路板38は実施例によっては、マスク16に直接加熱埋め込み形成するか、また
はマスク16に直接クリップする。複数の紫外光源40を、複数の開口36を通して紫外光源40
がダイヤル12に紫外光を照射するように、可撓性回路板38と作動的に接続する。
【００１３】
　図３では、紫外光源40がマスク16の開口36内に配置されている。この実施例では紫外光
源40は開口36を完全に貫通していない。但し、これに代わる実施態様として、紫外光源40
が内面32を越えて開口36を完全に貫通するように構成することもできる。あるいはまた、
マスク16に可撓性回路板38を設けることによって、紫外光源40が開口36を貫通できないよ
うに構成することもできる。
【００１４】
　図４はダイヤル12の部分断面図である。この実施例では、透明シートのような基材22を
含む。基材上には表示画像の1つを含む第１層24が積層されている。第１層24には別の表
示画像20’を含む第２層が積層されている。開示されている実施例の場合、表示画像20’
の一部が表示画像20に重なっている（即ち、表示画像20’が表示画像20とオーバーラップ
する）。他の実施態様として、図示の層24、26の上、間、または下に追加の表示画像を有
する追加の層をもうけることもできる。表示画像20及び20’はタイプの異なる多様な表示
画像、例えば、警報、文字、数字、バックグラウンド・パターン、ロゴなどを含む。
【００１５】
　開示の実施例では、第１及び第２層を公知の態様で基材22にプリントする。表示画像20
は非紫外光の存在下で発光するインクでプリントし、表示画像20’は紫外光の存在下で発
光する燐光インクでプリントする。従って、非紫外光源15がオン、紫外光源40がオフなら
ば、表示画像20が発光状態となり、表示画像20’は非発光状態となる。即ち、表示画像20
は観察者には見えるが、表示画像20’は見えなくなる（または漠然としか見えなくなる)
。逆に、非紫外光源15がオフ、紫外光源40がオンならば、表示画像20は非発光状態となり
、表示画像20’は発光状態となる。即ち、表示画像20は観察者には見えないが（または漠
然としか見えないが)、表示画像20’は見える。
【００１６】
　表示画像20を燐光インクでプリントし、表示画像20’を、非紫外光の存在下で発光する
インクでプリントする実施態様も可能である。但し、この実施態様に欠点があるとすれば
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、表示画像20’のインクが紫外光の一部を、表示画像20の燐光インクに達するまでに吸収
して、表示画像20の発光を弱める恐れがある。
【００１７】
　他の実施例では、非紫外光源15及び紫外光源40が（図２に仮想線で示す）車両構成部分
50と相互作用し、車両構成部分50の状態に応じて発光状態と非発光状態との間で切り替わ
る。車両構成部分を単一の構成部分として略示したが、後述するように複数の構成部分を
含むことも可能である。
【００１８】
　図５に示す例では、車両構成部分50が第１状態にある。これに呼応して、紫外光源40は
オンの状態にあるか、またはオンの状態に切り替わり、表示画像20’を発光させる。非紫
外光源15はオフの状態にあるか、またはオフの状態に切り替わる。即ち、車両構成部分50
が第１状態にあると、表示画像20’が発行して可視状態になり、表示画像20は見えなくな
る（または漠然としか見えなくなる）。
【００１９】
　図６では、車両構成部分50が第２状態にある。これに呼応して、紫外光源40はオフの状
態にあるか、またはオフの状態に切り替わり、非紫外光源15はオンの状態にあるか、また
はオンの状態に切り替わる。即ち、車両構成部分50が第２状態にあると、表示画像20’は
発光せず、見えなくなり（または漠然としか見えなくなり）、表示画像20が可視状態とな
る。
【００２０】
　さらに他の実施例では、車両構成部分50が車両のドアである。この実施例では、第１状
態及び第２状態はそれぞれドアの開閉に相当する。即ち、ドアが開くと紫外光源40がオン
となり、ドアが閉じるとオフになる。
【００２１】
　さらに他の実施例では、車両構成部分50が車両のドア及び車両のエンジンを含む。この
実施例の場合、第１状態はドアの開放に相当し、第２状態は車両エンジンの始動に相当す
る。即ち、ドアが開くと紫外光源40がオンになり、車両エンジンを始動させるとオフにな
る。
【００２２】
　さらに他の実施例では、車両構成部分50が車両のドア、車両のエンジン、及びエンジン
を始動させるためのキーを含む。この実施例の場合、第１状態はドアの開放に相当し、第
２状態はエンジン始動のためのキー操作に相当する。即ち、ドアが開くと紫外光源40がオ
ンになり、エンジン始動のためキーを回すとオフになる。
【００２３】
　以上の説明から明らかなように、ここに開示する計器パネル10はドライバーと車両との
相互作用に応じて表示画像が発光したり、消えたりする斬新な照明機構を提供する。特に
、ドライバーが車両に乗り込むと見た目に快い照明効果が得られる。さらにまた、表示画
像20’がメーカー・ロゴである場合、ここに開示する実施例はドライバーにメーカー・ブ
ランドを印象付ける斬新なデザインを可能にする。
【００２４】
　本発明の好ましい実施態様を以上に説明したが、当業者には明らかなように、本発明の
範囲を逸脱することなくこれに種々の変更を試みることができる。従って、本発明の真の
範囲及びコンテンツは後記する請求項を検討した上で判断されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】計器パネルの実施例を示す。
【図２】図1の計器パネルを背面から見た斜視図である。
【図３】計器パネルのマスクに設けた紫外光源の断面図である。
【図４】表示画像が重なっている計器パネルのダイヤルの実施例を示す断面図である。
【図５】表示画像が重なり合っている実施例において、第１表示画像が発光表示され、第
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２表示画像が発光表示されていない場合を示す説明図である。
【図６】表示画像が重なり合っている図５の実施例において、第１表示画像が発光表示さ
れず、第２表示画像が発光表示される場合を示す説明図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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